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研究の動機 
不規則なようで規則的な部分があるパスカル
の三角形を立体にしたらどうなるのか興味を
持ったから 

　 

先行研究（https://kato.chobi.net/pascal/index.html）

　       パスカルの三角形の拡張 
パスカルの三角形を正四面体の側面に表し、
底面に平行に切った時の断面は正三角形と
なり、数字は正三角形の底辺の垂直二等分
線を対称の軸として現れる。 

研究方法 
　正四面体の側面をパスカルの三角形と
みて立体を作成し、切った断面を観察し
て、規則性を調べる。 
 
①パスカルの三角形を側面とした正四面体を作成 
②定義にそって立体の内部に数字を入れていく 
③作った正四面体を側面に平行に切っていく 
④切った断面の様子を観察し、規則性を調べる 
 

 
 
 

仮説 
　パスカルの三角形には二項定理における係数の規則

性が見られる 

　　　　　パスカルの三角形の立体の断面には
(a+b+c)をn乗した時の係数が見られるのでは
ないかと思われる 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二項定理とパスカルの三角形 
　◯二項定理 
　（a＋b）のn乗の式を展開した時、二項係数があらわれ
る定理 

　◯パスカルの三角形 
二項定理で求められる係数を図形化して表したもの。 
（a＋b）のn乗の式の係数はn段目の数字に等しくなる 
性質がある 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Al面→正四面体の側面に対して平行に切っていった
際の断面のこと。ある側面をA1 (l＝1)として、その側
面に含まれない正四面体の頂点に近づくにつれて、
A2,A3,A4 ・・・(l＝2,3,4・・・)とする 

〈1辺8 9個 縦9段 の正四面体〉

 
 

B5

Bm列→A
l
面に現れた数字を列ごとに斜めに区切って

いき、頂点に近い方からB1,B2,B3 ・・・(m＝1,2,3・・・)
とする 
 

Bm列の数字の並びを数列とみる 

①

列ごとに一般項がある 
②

列ごとの一般項もひとつ
の式であらわせる 

③

B1

研究結果 

何枚目の断面か、何列目の数列か、何番目の数字かを
代入すれば一つの数字に定まる 

(l≧2)
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パスカルの三角形 

側面をパスカルの三角形で表した時
内部に現れる数字を示した正四面体 左の正四面体を底面に平行に切った時の断面の様子

正四面体を側面に平行に切った時の様子
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